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学会発表数

社会活動

加藤丈晴・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

蓬莱真喜子・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

安東恒史・准教授 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県

安東恒史・准教授 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会　顧問 MDS連絡会

佐藤信也・講師 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

馬場真紀・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

安東恒史・准教授
長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会
委員

社会保険診療報酬支払基金長崎支部

宮﨑泰司・教授 臨床研究部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「Leukemia」 Nature Publishing Group

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「BLOOD RESEARCH」 The Korean Society of Hematology

宮﨑泰司・教授 評議員
公益財団法人　長崎原子爆弾被爆者対策協議
会

宮﨑泰司・教授
長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会
委員

公益財団法人　原子力安全研究協会

宮﨑泰司・教授
編集アドバイザー「Trends in
Hematological Malignancies」

㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Japanese Journal of Clinical
Oncology（JJCO）」

OXFORD　JOURNALS

宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会

宮﨑泰司・教授 疫学部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Journal of Clinical and
Experimental Haematology（JCEH）」

日本リンパ網内系学会

宮﨑泰司・教授 シニア編集アドバイザー「PNH　Frontier」 ㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy研究会

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員 一般社団法人　日本がん治療認定医機構

宮﨑泰司・教授 教育委員会プログラム企画委員会　委員長 日本血液学会

宮﨑泰司・教授
Associate　Editor「International　of
Hematology」

日本血液学会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本造血・免疫細胞療法学会

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会　世話人 九州免疫血液研究会

宮﨑泰司・教授 資格認定試験委員会　副委員長 日本内科学会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会九州支部

宮﨑泰司・教授 九州地区代表協力医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授 評議員 日本癌学会

宮﨑泰司・教授 理事 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員長 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会

宮﨑泰司・教授 専門委員
独立行政法人　医薬品医療機器総合機構　審
査業務部

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

宮﨑泰司・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県

宮﨑泰司・教授 理事長
特定非営利活動法人　成人白血病治療共同研
究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study
Group

宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会　委員 公益財団法人　日本骨髄バンク

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

宮﨑泰司・教授
長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委
員

長崎県

0 1 13 2 3 42
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

 学術賞受賞

CDK9阻害剤の成熟T細胞リンパ腫に対する薬効薬理研究

宮﨑泰司・教授
佐藤信也・助教

古本嵩文・大学院生
2023年度日本HTLV-1学会学会宇
都宮賞

日本HTLV-1学会
第9回日本HTLV-1学会でのポス
ター発表が優れた臨床症例報
告として選出された

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

古本嵩文・大学院生 Travel Awards 受賞
The Korean Society of
Blood and Marrow
Transplantation

韓国血液骨髄移植学会主催の
The7th
InternationalCongress
ofBMT2023にて行った一般演題
がTravel Awardsに選出された

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金 (難治性疾患等施
策研究事業 (難治性疾患政策研究事業))特発
性造血障害に関する調査研究 (研究代表者：
黒川峰夫)

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担

基盤研究（A）
骨髄不全症候群における胚細胞変異および体
細胞変異の解明に基づく新規治療薬開発 (研
究代表者：牧島秀樹)

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 難治性がん
(白血病等) の全ゲノム配列データおよび臨床
情報等の収集と解析に関する研究：南谷泰
仁）

加藤丈晴・助教
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 成人T細胞
白血病/リンパ腫の治癒を目指したHTLV-1ウィ
ルス標的樹状細胞ワクチン療法の確立：薬事
承認を目的とした第Ⅱ臨相医師主導治験 (研
究代表者：末廣陽子)

シスメックス株式会社 人工知能技術を用いた血球画像解析の検討

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 高齢者急性
骨髄性白血病の化学療法が可能な症例に対し
て若年成人標準化学療法の近似用量を用いる
第Ⅱ相臨床試験：JALSG-GML219試験（研究代
表者：山内高広）

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) PDX治療モ
デルを併用した治療抵抗性急性骨髄性白血病
クローンの成立過程に生じる分子病態に基づ
く層別化システムの確立と標的治療薬開発に
関する研究 (研究代表者：清井  仁)

安東恒史・講師 日本学術振興会 代表
基盤研究（C)
骨髄異形成症候群におけるKMT2Dの役割の解明
とそれに基づいた新規治療法の開発

佐藤信也・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
原爆被爆者に見られるクローン性造血の解析

田口正剛・助教 新日本先進医療研究財団 代表
令和5年度（第9回）新日本先進医療研究財団
研究補助金　HTLV-1キャリアに特徴的なク
ローン性造血の実態解明

宮﨑泰司・教授 大日本住友製薬株式会社

坂本　光・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

田口正剛・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク
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